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＜審査結果の要旨＞  

 

1. 主論文について：第一次反抗期が始まり、育児休暇の終了から復職時期に重なる 1歳 8か月時点

における初産婦の育児ストレスに注目し、母親のストレス軽減のための支援方法を探る研究であ

る。 

２つの研究からなるいわゆる mixed methodsを用いたもので、まず、①１歳８か月児検診に来所

した第一子を養育する母親のうち,14 名を対象に、子育てで感じていることや困っていることに

ついて半構造化面接を行い、内容分析の手法を用いて質的に分析している。次いで、②第一子を 

養育する母親 128人から調査票回答を得て基本データとし、牧野の育児不安尺度のうち育児スト

レス得点を従属変数とし、就業の有無や親との居住距離などの属性、子どもを預ける経験や抵抗

感、子育てに対する価値観、性別役割分業感などの項目を独立変数とし、Spearmanの順位相関係

数を用いて分析した。さらに有意な相関があった項目を対象として AMOS(version23)を用いてパ

ス図を作成、最尤法にて共分散分析を行った。 

その結果、1歳 8か月児を初めて養育する母親の育児ストレス提言に向けては、「子育てを手伝っ

てくれる人がいない孤独な状況」「子育てに価値を見いだせない」「就業継続・再開の負担感」の

3つの課題について支援を図っていくことが必要との結論に至っている。 

副論文については、審査開始時に、刊行すみの 2編の論文を確認した。 

 

2. 審査会は第 1回を 8月 9日に開催したが、質的研究部分の方法論の記載不足、論旨展開から外れ

た記述の混在や文献の引用、などいくつか問題点があったために論文の修正を求めた.第 2回は 8

月 22日に開催し再提出された論文で、おおむね適切に修正されたことを審査で確認した.ただし、

図表の内容と本文表記の重複など、形式上にも修正点があり、9月 5日までに修正･追加がなされ

た。 

 

3. 各審査での口頭試問および修正論文において明瞭な発表を行い、結果の解釈などについての質問

に的確に答え、指摘された部分については真摯に対応し適切に応対した. 

 

4. 以上の結果から,審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分

な価値があるものと認めた. 
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